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表㇟と行動のኚ容をもたらす心理⒪ἲ 

㸸パーࢼࢯリࢸィのᅔ㞴にᑐする௓ධを考える 
 
ᒣཱྀ ༓ᬕ おⲔのỈዪ子大学大学院 ே間文化๰ᡂ⛉学研✲⛉ 

 
要約 

本論文では㸪パーࢼࢯリࢸィのᅔ㞴について表㇟と行動という観点から理ゎを῝めるために㸪Masterson

（2000/2007）の⢭⚄力動的ࣟࣉ࢔ーࢳ㸪スキー࣐⒪ἲ㸪加㏿化య㦂力動⒪ἲ（AEDP）の 3 つの心理⒪ἲ

について考ᐹした。新つ的でලయ的な௓ධ方ἲについて言ཬがないとともに㸪୰立的な立ሙでセラࣆーがᒎ

㛤される Masterson（2000/2007）の⢭⚄力動的ࣟࣉ࢔ーࢳにᑐし㸪スキー࣐⒪ἲと AEDP ではよりලయ的

な௓ධ方ἲがᥦၐされ㸪さらにセラࣆスࢺが✚ᴟ的に関ࢃる἞⒪関係を重どして表㇟と行動のኚ容を┠指し

ていることが♧された。௒後㸪それࡒれの心理⒪ἲがどのようなࢡラ࢚࢖ンࢺにより一ᒙຠᯝを発᥹するの

かを検討することが必要であると考えられる。 

 

キー・ワード㸸パーࢼࢯリࢸィ ⢭⚄力動的心理⒪ἲ スキー࣐⒪ἲ 加㏿化య㦂力動⒪ἲ�AEDP� 

 

I ࡣじめに 
 る理解のኚ化ࡍのᅔ㞴にᑐ࢕リテࢼࢯーࣃ．1 
 パーࢼࢯリࢸィにᅔ㞴をᢪえるということは㠀

ᖖに㌟㏆な課題であり㸪そのⴭしい೫りによって

♫఍的に支㞀をきたしているሙྜにパーࢼࢯリࢸ

ィ㞀ᐖとしてᤊえられる。これまでのパーࢼࢯリ

ィ㞀ᐖにᑐする理ゎは㸪主に行動的ഃ㠃に↔点ࢸ

を当てて発ᒎしてきた。しかし DSM-5（⢭⚄⑌

ᝈのデ᩿・⤫ィ࣐ࢽュ5➨ࣝ࢔∧）では㸪行動的

ഃ㠃のࡳならࡎ㸪より内的なഃ㠃からもパーࢼࢯ

リࢸィᶵ⬟を理ゎするࢹィ࣓ンࢩョࣝࢹࣔࣝࢼが

ᥦ᱌された。このように㸪パーࢼࢯリࢸィにᑐす

る理ゎのあり方はኚ化をࡏࡳつつある。 
  
 2．⾜動にᙳ㡪ࢆཬࡰし࠺る“表㇟” 
 パーࢼࢯリࢸィの内的なഃ㠃は㸪表㇟と῝い関

係にある。表㇟とは㸪ಶேの心の୰でᢪかれるᣢ

⥆的な࣓࢖ージやಙᛕのことを指す。自ᕫや他者

にᑐする表㇟は主に㣴育者との間で形ᡂされ㸪パ

ーࢼࢯリࢸィにᅔ㞴をᢪえる者はそれらが୙㐺ษ

あるいはᴟ➃になっていると考えられている。 

 そこで㸪実㝿に表㇟に↔点を当ててパーࢼࢯリ

ィが形ᡂされるまでを検討したいと考え㸪➹者ࢸ

は後㏙の Masterson（2000/2007）の⢭⚄力動的

ィᶵࢸリࢼࢯをཧ考にしながら㸪パーࢳーࣟࣉ࢔

⬟にᅔ㞴をᢪえているとᑓ㛛ᶵ関で指᦬されたこ

とのあるㄪᰝ༠力者に࢖ンタࣅューを行った。そ

の⤖ᯝ㸪୙㐺ษな⿕㣴育య㦂がࢸ࢞ࢿィࣈな自ᕫ

表㇟・ᑐ㇟表㇟を形ᡂし㸪それらの表㇟によって

見ᤞてられ୙Ᏻがႏ㉳され㸪その見ᤞてられ୙Ᏻ

にᑐฎするために୙㐺ษな行動である㜵⾨がᘬき

㉳こされると考えられた。そして㸪その自ᕫ表㇟・

ᑐ㇟表㇟がより㐺ᛂ的なものに修ṇされたならࡤ㸪

それにకい行動も㐺ᛂ的なもの࡬とኚ化していく

だࢁうという考ᐹを得た（ᒣ ,ཱྀ 2019）。 
 
 3．表㇟のኚᐜࡀᮇ待できるᚰ理⒪ἲ 

 しかしながら㸪Masterson（2000/2007）の࢔
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では表㇟が修ṇされるためのලయ的な௓ࢳーࣟࣉ

ධ方ἲは論ࡌられていない。そこでよりලయ的な

ᢏἲについて▱見を῝める必要があると考えた。

また㸪従来の⢭⚄ศᯒ的心理⒪ἲのようにセラࣆ

スࢺが୰立的な立ሙをとるセラࣆーでは㸪表㇟の

ኚ容が༑ศになされないとも考えられ㸪἞⒪関係

のあり方も╔┠すべき点であるといえる。 ここで

ᾋかび上がってくるのがスキー࣐⒪ἲと加㏿化య

㦂力動⒪ἲ（以ୗAEDP）である。 
 スキー࣐⒪ἲとAEDPでは㸪その理論の୰で表

㇟（スキー࣐⒪ἲではスキー࣐㸪AEDPでは内的

సᴗࣔࣝࢹと同⩏としてᤊえられる）や㜵⾨（行

動と関㐃࡙けられる）がᢅࢃれている。また㸪୧

方ともあらࡺる学ὴや理論を㋃まえた⤫ྜ的な立

ሙにあり㸪ලయ的で新㩭な௓ධ方ἲをᥦ᱌してい

る。さらにこの2つの心理⒪ἲは㸪✚ᴟ的な἞⒪

関係を重どしている点で従来の⢭⚄ศᯒ的心理⒪

ἲや認▱行動⒪ἲとは␗なり㸪パーࢼࢯリࢸィの

ᅔ㞴にᑐする支援として㠀ᖖに有ຠであると考え

られる。 
 よって本論文では㸪自ᕫ表㇟・ᑐ㇟表㇟の修ṇ

が㐺ᛂ的な行動࡬繋がるというど点をᣢちながら㸪

Masterson（2000/2007）の⢭⚄力動的ࣟࣉ࢔ー

をスキー࣐⒪ἲとAEDPが補᏶できる点㸪およࢳ

び௒後の課題について考ᐹすることを┠的とする。

この3つの心理⒪ἲを検討することで㸪パーࢼࢯ

リࢸィ支援のあり方のኚ㑄を理ゎすることができ

るとともに㸪ලయ的な支援方ἲについてヲ⣽に考

ᐹすることができるだࢁう。 
 
Ⅱ Masterson（2000/2007）の⢭神ຊ動的ア 
プローࢳ 
 1．⮬ᕫの㞀ᐖの୕඙ೃ 
 Masterson（2000/2007）は㸪子どもがᡂ長し

ていく୰で㣴育者から自立し㸪自ら新しいୡ⏺࡬

と進ࢇでいこうとすることを自ᕫ活性化と࿧ࢇだ。

しかし㣴育者の୰には子どもが⩚ࡤたいていくこ

とをᛌくᛮえࡎ㸪自立を㜼ᐖするような㣴育ែ度

をとってしまうሙྜがある。すると子どもには自

ᕫ活性化することによってศ㞳୙Ᏻと見ᤞてられ

ᢚうつが生ࡌ㸪さらには見ᤞてられᢚうつが㜵⾨

を導くとされる。こうした一㐃のὶれは自ᕫの㞀

ᐖの୕඙ೃとᤊえられ㸪あらࡺるパーࢼࢯリࢸィ

㞀ᐖの主要な⢭⚄力動的ࢸー࣐であると考えられ

る。また㸪自ᕫの㞀ᐖの୕඙ೃの㜵⾨に主要な௓

ධを㞟୰することができる。ここでいうࠕ㜵⾨ࠖ

について㸪⌧㇟として㜵⾨をᤊえるだけでなく㸪

より内的なഃ㠃からも理ゎするために㸪自ᕫ࡬の

に加えࢳーࣟࣉ࢔を発㐩的ᑐ㇟関係的ࢳーࣟࣉ࢔

ることのព⩏は大きいといえる（Masterson, 
2000/2007, pp.79-80）。 

 
2．表㇟と㜵⾨ᶵ制 

 自ᕫ࡬のࣟࣉ࢔ーࢳを発㐩的ᑐ㇟関係的࢔  ࣉ
ࣟーࢳに加えることで㸪ᝈ者やࢡラ࢚࢖ンࢺの内

的᝟⥴㸪᝟⥴≧ែおよびそのような≧ែに⤖びつ

いた自ᕫ表㇟とᑐ㇟表㇟のᵓ㐀について▱ること

ができるとともに㸪そのような≧ែに関㐃する㜵

⾨ᶵไと自ᡃᶵ⬟を定⩏することができる

（Masterson, 2000/2007, p.79）。これらのᵓ㐀に

ついて㸪以ୗにややヲ⣽に記㍕していく。 
まࡎMasterson（2000/2007, p.87）は㸪パーࢯ 

ィ㞀ᐖ㸪ղࢸリࢼࢯィ㞀ᐖをձቃ⏺性パーࢸリࢼ

自ᕫឡ性パーࢼࢯリࢸィ㞀ᐖ㸪ճዶ᝿性スキ࢖ࢰ

㞀ᐖの3つに大ูしている。そしてᝈ者あるいࢻ

はࢡラ࢚࢖ンࢺには㸪㣴育者との相஫స⏝により

形సられた自ᕫ表㇟・ᑐ㇟表㇟㸪およびその୧者

を⤖びつけるឤ᝟が内在化され㸪ศ⿣したᑐ㇟関

係༢఩が形ᡂされるとした（ᅗ1㸪2㸪3）。 
 



 ᒣཱྀ ༓ᬕ㸸表㇟と行動のኚ容をもたらす心理⒪ἲ㸸パーࢼࢯリࢸィのᅔ㞴にᑐする௓ධを考える 69
 

㒊ศᑐ㇟表㇟： 㒊ศᑐ㇟表㇟：

㏥⾜的でしࡘࡳࡀくែ度ࢆ
支ᣢࡍるẕぶの㒊ศᑐ㇟

ᘬきࡇもりࠊศ㞳ーಶ体化に
立ࢆ⭡たດຊにᑐし࡚ࡅྥ
㇟ᢈุ的なẕぶの㒊ศᑐࠊ࡚

感᝟ 感᝟
ͱΔΗཊ͑ͯࣼݡ

世ヰ࡚ࢀࡉࢆいる ẅே的៽ᛣࠉ⤯ᮃと↓ຊ

⮬ẅ的ᢚࠉࡘ࠺↓ຊ感と⹫しࡉ

ឡ࡚ࢀࡉいる ᝏ感⨥ࠉクࢵࢽࣃ

㒊ศ⮬ᕫ表㇟： 㒊ศ⮬ᕫ表㇟：

Ⰻいࡅཷࠊ㌟的な子どもで
㇟㒊ศ⮬ᕫ表࠺るとい࠶
⊂特で特別な㄂኱性

不㐺ษࠊᝏいࠊ㓶いࠊ⹸ࡅら
ྠ↛で࠶るなどの㒊ศ⮬ᕫ表
㇟

⮬ᕫのⓎ㐩೵Ṇ：

ศ
⿣
㜵
⾨

ቃ界౛のศ⿣ᑐ㇟㛵ಀ༢఩

᧔ཤᆺ࠶るいࡣᨷᧁᆺ㒊ศ༢఩（:258)

෌結ྜ㢪ᮃࢆ‶た࡚ࢀࡉいる

ⰋいẼศࠉ㣗࡭物ࢆ୚࠼ら࡚ࢀいる

⮬ᡃのḞᦆー現実ㄆ㆑ࠊḧồ不‶⪏性ࠊ⾪動コントロールࠊ⮬ᡃቃ界の㈋ᅔࡉ

ᮍ⇍な⮬ᡃ㜵⾨ᶵ制ーศ⿣ࠊ⾜動化ࠊしࡘࡳࡀきࠊᅇ㑊ྰࠊㄆࠊᢞᙳࠊᢞᙳྠ୍化

ศ⿣した⮬ᡃ̿現実⮬ᡃと⑓的（またࡣᛌ感的）⮬ᡃ

౪⤥ᆺ࠶るいࡣリビドー的㒊ศ༢఩（5258)

 

 
ᅗ１ ቃ界性ࣃーࢼࢯリテ࢕㞀ᐖのศ⿣ᑐ㇟㛵ಀ

༢఩（0aVWHrVRQ� 2000�200�） 
 

ᑐ㇟
（୓⬟）

ᑐ㇟
（ṧ㓞ࠊᨷᧁ的ࠊ

価値ୗࡆ）

⮬ᕫ
（㄂኱的）

⮬ᕫ
（不㐺ษ᩿ࠊ∦化
したࠊ価値ࡀな

いࠊ特ᶒࡀない）

結ྜ感᝟： 結ྜ感᝟：
ࠉ 見ᤞ࡚らࢀᢚࡘ࠺

⮬ᡃᶵ⬟

⮬ᡃ㜵⾨ᶵ制

⮬ᕫឡ性ࣃーࢼࢯリテ࢕㞀ᐖのศ⿣ᑐ㇟㛵ಀ༢఩
㜵⾨的⼥ྜ㒊ศ༢఩ ᨷᧁ的⼥ྜ㒊ศ༢఩

ศ
⿣
㜵
⾨

⊂特ࠊ特別ࠊ೧኱ࠊ⛠㈶࡚ࢀࡉいるࠊ

ះ࡚ࢀࢃいるࠊ᏶⎍ࠊ特ᶒ࠶ࡀる

現実ㄆ㆑ࠊ⾪動コントロールࠊḧồ不‶⪏性ࠊ⮬ᡃቃ界の㈋ᅔࡉ

ศ⿣ࠊᅇ㑊ྰࠊㄆࠊ⾜動化ࠊしࡘࡳࡀきࠊᢞᙳࠊᢞᙳྠ୍化  
 
ᅗ２ ⮬ᕫឡ性ࣃーࢼࢯリテ࢕㞀ᐖのศ⿣ᑐ㇟㛵

ಀ༢఩（0aVWHrVRQ� 2000�200�） 

 

㒊ศᑐ㇟表㇟： 㒊ศᑐ㇟表㇟：

ᘬきࡇもりࠊศ㞳ーಶ体
化にྥࡅたດຊにᑐし࡚
ᢈุ的なẕぶࠊ立࡚ࢆ⭡
の㒊ศᑐ㇟

感᝟ 感᝟

㒊ศ⮬ᕫ表㇟： 㒊ศ⮬ᕫ表㇟：

ᢇ養者ࠊᑐ㇟にᶵ⬟ࢆᥦ
౪した≛≅者で࠶るያ㞔
の㒊ศ⮬ᕫ表㇟

␯እࠊࢀࡉ流ᾉしࠊᏙ立
し࡚いるࡀ⊂立⊂⾜なま
でに⮬⤥⮬㊊し࡚いる㒊
ศ⮬ᕫ表㇟

⮬ᕫのⓎ㐩೵Ṇ：

スキ࢖ࢰド⮬ᕫ㞀ᐖのศ⿣ᑐ㇟㛵ಀ༢఩
୺ேーያ㞔㒊ศᑐ㇟༢఩

ศ
⿣
㜵
⾨

お࡚ࡗࡀなࡘࡀいる࡚ࢀࡉ⚗┘
りࠊᏑᅾࢆㄆめら࡚ࢀいるࠊ␯እ
Ᏻᚰ感࠺いないとい࡚ࢀࡉ

見ᤞ࡚らࢀᢚࠊࡘ࠺ᢚࠊࡘ࠺ᛣ
りࠊᏙ⊂ࠊ㏵᪉もないᏙ立のᜍ
ᛧࠊ⤯ᮃ

ᮍ⇍な⮬ᡃ㜵⾨ᶵ制ーศ⿣ࠊ⾜動化ࠊしࡘࡳࡀきࠊᅇ㑊ྰࠊㄆࠊᢞᙳࠊᢞᙳྠ୍化ࠊ現実
のᑐே㛵ಀに᭰࠼るためのᗁ᝿の౑⏝ࠊ⊂立⊂⾜

⮬ᡃのḞᦆー現実ㄆ㆑ࠊḧồ不‶⪏性ࠊ⾪動コントロールࠊ⮬ᡃቃ界の㈋ᅔࡉ

ศ⿣した⮬ᡃ̿現実⮬ᡃと⑓的（またࡣᛌ感的）⮬ᡃ

サ࢕ࢹスト的ᑐ㇟ー流ᾉࡍる⮬ᕫ㒊ศ༢఩

᧯స的でጾᅽ的で࠶りࠊ
୺ேで࠶るࠊ┦ᡭࢆ฼⏝
ồめ㛵ಀࢆࡳとのࡇるࡍ
しよ࠺としないẕぶの㒊
ศᑐ㇟

 

 
ᅗ㸱 スキ࢖ࢰドࣃーࢼࢯリテ࢕㞀ᐖ（ᅇ㑊性ࢆ

含む）のศ⿣ᑐ㇟㛵ಀ༢఩（0aVWHrVRQ� 

2000�200�） 

 

 ྛᅗのᕥഃのᑐ㇟関係༢఩は㸪㣴育者が᎘が

る自ᕫ活性化をࡎࡏにいることで㸪動ᦂの㉳き

ない㸪あるព࿡で心ᆅのⰋい≧ែを♧している。

一方㸪ྑഃのᑐ㇟関係༢఩は㸪自ᕫ活性化した

ことで見ᤞてられᢚうつが生ࡌている≧ែであ

る。この≧ែにᑐฎしようとして㸪୙㐺ᛂ的な

行動である㜵⾨（しがࡳつきやྰ認といった）

がᘬき㉳こされるのである。そしてこの2つの

ᑐ㇟関係༢఩はศ⿣㜵⾨によりศけられている

ことが特ᚩである。このようにᑐ㇟関係༢఩が

ศ⿣しているというのは㸪パーࢼࢯリࢸィにᅔ

㞴をᢪえるᝈ者あるいはࢡラ࢚࢖ンࢺの自ᡃᶵ

⬟の༴うさ㸪およびᑐே関係における内的ୡ⏺

の⛣りኚࢃりやすさを♧しているといえるだࢁ

う。 
こうしたᵓ㐀のࣔࣝࢹを▱ったうえで関ࢃる

ことの重要性は大きいといえる。しかし๓㏙の

㏻り㸪Masterson（2000/2007）は௓ධ方ἲに

ついて特ูに新たなᥦ᱌をしておらࡎ㸪従来の

⢭⚄力動的ࣟࣉ࢔ーࢳ同ᵝに୰立的な立ሙから
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㌿⛣・㏫㌿⛣をᢅい㸪㜵⾨を理ゎし㸪ゎ㔘を進

めていくのである。だが㸪㣴育者との間で形ᡂ

された自ᕫ表㇟・ᑐ㇟表㇟が かいもの࡬と修

ṇされることを┠指すとき㸪セラࣆスࢺが୰立

的な立ሙをᚭᗏすることは必ࡎしもຠᯝ的な関

う。そこで㸪より✚ᴟ的ࢁりとは言えないだࢃ

にࢡラ࢚࢖ンࢺと関ࢃることを重どしつつ㸪表

㇟と行動のኚ容がᮇᚅされる心理⒪ἲについて

以ୗに検討することで㸪Masterson（2000/2007）
のࣟࣉ࢔ーࢳをカࣂーできると考えられる。 

 
Ⅲ スキーマ⒪ἲ 
 1．スキーマ⒪ἲのㄌ生 
 スキー࣐⒪ἲは㸪ఏ⤫的な認▱行動ࣟࣉ࢔ーࢳ

のᴫᛕと἞⒪ἲを㣕㌍的にᣑ大かつᒎ㛤したもの

で㸪その἞⒪ࣔࣝࢹにおいては認▱行動⒪ἲ㸪࢔

タ࣓ࢳࢵンࢺ理論㸪ࢩࢤュタࣝࢺ⒪ἲ㸪ᑐ㇟関係

論㸪ᵓᡂ主⩏㸪⢭⚄ศᯒ学ὴが㇏かな形で⤫ྜさ

れている。こうした発ᒎを㐙げた⫼ᬒには㸪ఏ⤫

的な認▱行動⒪ἲでは༑ศなຠᯝを♧さなかった

⑌ᝈのᏑ在があり㸪それが性格上のၥ題㸪すなࢃ

ちパーࢼࢯリࢸィのᅔ㞴であった。性格上のၥ題

をᢪえるᝈ者あるいはࢡラ࢚࢖ンࢺは἞⒪にᑐす

る動ᶵ࡙けやࣟࣉ࢔ーࢳの௙方がより」㞧である

とともに㸪自らのᛮ考やឤ᝟をࣔࢽターすること

が㞴しいሙྜが多いためである。よってスキー࣐

⒪ἲでは㸪認▱と行動を἞⒪のᰕにしながらも㸪

同時にឤ᝟的なኚ化やయ㦂的ᢏἲ㸪἞⒪関係も同

 ,.くらい重どしているのである（Young, et alࡌ
2008, p.5,pp15-17）。 
 
2． ᪩ᮇ不㐺ᛂ的スキーマとコーピング཯ᛂ 

 認▱行動⒪ἲでは㸪認▱（頭の୰の考えや࣓࢖

ージ）を㝵ᒙ的にᤊえるࣔࣝࢹをᣢつ。そこで῝

いレ࣋ࣝの認▱㸪すなࢃち㸪そのேの頭の୰に᪤

にᏑ在する㸪自ศやୡ⏺や他者にᑐする῝いᛮい

や౯್観にᇶ࡙く認▱のことをࠕスキー࣐

（Schema）ࠖ という（ఀ⸨, 2016, pp.44-45）。こ

の自ศやୡ⏺や他者にᑐする῝いᛮいとは㸪ඛに

㏙べた表㇟と同⩏であるとᤊえられるだࢁう。そ

してこのスキー࣐は多くがே生のึᮇẁ㝵で形ᡂ

されると考えられている（Young, et al., 2008, 
pp.20-21）。 
 そこで㸪ே生᪩ᮇの୙㐺ษなయ㦂により形ᡂさ

れた㸪性格上のၥ題㸪すなࢃちパーࢼࢯリࢸィの

ᅔ㞴をもたらすようなスキー࣐をYoungはࠕ᪩ᮇ

୙㐺ᛂ的スキー࣐ とࠖ名௜け㸪5㡿ᇦ18✀㢮にศ

㢮した。ここでいうே生᪩ᮇの୙㐺ษなయ㦂とは㸪

子どもが㣴育者にᑐしてᣢって当↛のごくṇ当ࠕ

なḧ求 でࠖある୰᰾的ឤ᝟ḧ求（ఀ⸨, 2016, p.52）
が‶たされないようなయ㦂のことである。この᪩

ᮇ୙㐺ᛂ的スキー࣐では自ศ自㌟や重要な他者に

ᑐするࢸ࢞ࢿィࣈなಙᛕが♧されている。 
 ここで重要なのは㸪ࠕ᪩ᮇ୙㐺ᛂ的スキー࣐ にࠖ

は行動はྵまれないという点である。୙㐺ᛂ的な

行動はスキー࣐にᑐする反ᛂとして理ゎされ㸪そ

の反ᛂはࢥーࣆンࢢ反ᛂと࿧ࡤれる。さらに㸪あ

るேがあるࢥーࣆンࢢ反ᛂを⧞り返し使い⥆けれ

として定ࣝ࢖スタࢢンࣆーࢥ㸪それがそのேのࡤ

╔する。すなࢃち㸪ࢥーࣆンࢢ反ᛂはಶูの≧ែ

（state）を㸪ࢥーࣆンࢢスタࣝ࢖はそのேの特性

（trait）を♧している。୙㐺ᛂ的なࢥーࣆンࢢス

タࣝ࢖として㸪ձスキー࣐とはṇ反ᑐのことが┿

実であるかのうように振る⯙うことを㏻ࡌて自ら

のスキー࣐と㜚おうとするࠕスキー࣐࡬の㐣๫補

ൾ 㸪ࠖղスキー࣐が⤯ᑐに活性化されないようにὀ

ព῝く生活するࠕスキー࣐のᅇ㑊 㸪ࠖճスキー࣐の

いいなりになるࠕスキー࣐࡬の᭹従ࠖの3✀㢮が

ᣲげられている。こうしたࢥーࣆンࢢ反ᛂやࢥー

ン࢚࢖ラࢡにより㸪ᝈ者あるいはࣝ࢖スタࢢンࣆ

はスキー࣐がᘬき㉳こすᙉⅯでᅽಽ的なឤ᝟యࢺ

㦂をしないで῭ࡴ。しかしその代ࢃりに㸪それを

使い⥆ける㝈りスキー࣐が修᚟されることはない

のである。୙㐺ᛂ的なࢥーࣆンࢢスタࣝ࢖やࢥー

反ᛂといった行動をኚえるためには㸪そのࢢンࣆ

ような行動を㥑動するスキー࣐の修᚟が┠指され
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る（young, et al., 2008, p.21, pp.49-54）。 
 
3．スキーマࣔード 

 特定の᪩ᮇ୙㐺ᛂ的スキー࣐やࢥーࣆンࢢ反ᛂ

が活性化されると㸪それにకってⱞ③なឤ᝟やᅇ

㑊反ᛂ㸪自⁛的な行動がᘬき㉳こされる。そのと

き㸪ಶேの୰でඃ఩になっているឤ᝟≧ែやࢥー

スキ。ࡪと࿧ࢻ反ᛂのことをスキー࣐ࣔーࢢンࣆ

ー࣐ࣔーࢻというᴫᛕはቃ⏺性パーࢼࢯリࢸィ㞀

ᐖのᝈ者࡬の支援を㏻ࡌて形ᡂされた。というの

も㸪ቃ⏺性パーࢼࢯリࢸィ㞀ᐖᝈ者は多✀多ᵝな

スキー࣐とࢥーࣆンࢢ反ᛂをᣢっているとともに㸪

それらがࡦっきりなしにኚ化するため㸪特性的な

ᵓᡂ要⣲（スキー࣐およびࢥーࣆンࢢ反ᛂ）ࡤか

りに↔点を当てた࢜リジࣝࢼなスキー࣐ࣔࣝࢹで

はこうした≧ែのኚ化を༑ศにㄝ᫂できなかった

のである。ここで重要なのは㸪スキー࣐ࣔーࢻは

㐺ᛂ的なሙྜもあれࡤ୙㐺ᛂ的なሙྜもあるとい

うことである。スキー࣐⒪ἲでは㸪このスキー࣐

ࣔーࢻを㠀ᶵ⬟的なものから೺ᗣ的なものにษり

替えるのをᡭ助けすることを㏻ࡌてスキー࣐の修

᚟をᅗるのである（Young, et al., 2008, pp.56-58）。 
 スキー࣐ࣔーࢻは⌧ẁ㝵ではձࣔࢻࣝ࢖ࣕࢳー

㸪ճ㠀ᶵ⬟的࣌ࢻーࣔࢢンࣆーࢥ㸪ղ㠀ᶵ⬟的ࢻ

の㸲ࢻーࣔࢺࣝࢲ࢔ーࢩ㸪մ࣊ࣝࢻーࣔࢺレン࢔

カࢦࢸリー㸪10✀㢮が定められている。その୰で

も㸪㠀ᶵ⬟的なスキー࣐ࣔーࢻとは自ᕫに⤫ྜさ

れていない㸪すなࢃちそのேの自ᕫからゎ㞳した

もう1つの自ᕫであるとᤊえられている（young, 
et al., 2008, pp.58-59）。 

 
 4．スキーマのಟ᚟と㐺ᛂ的な⾜動の⋓ᚓࢆ目 
ᣦし  ࡚
 スキー࣐⒪ἲは࢔ࠕセス࣓ンࢺと教育のフ࢙ー

ࠖ（Assessment and Education Phase）ࢬ とࠕኚ

化のフ࢙ーࢬ（Change Phase）ࠖ からᒎ㛤してい

く。 
 ま࢔ࠕࡎセス࣓ンࢺと教育のフ࢙ーࠖࢬでは㸪

セラࣆスࢺはᝈ者あるいはࢡラ࢚࢖ンࢺが自らの

スキー࣐を同定し㸪その㉳※を理ゎすることをᡭ

助けする。そして࢔セス࣓ンࢺを㏻ࡌてスキー࣐

ࣝ࢖スタࢢンࣆーࢥを教育し㸪୙㐺ᛂ的なࣝࢹࣔ

の自ぬと㸪ಶࠎのࢥーࣆンࢢ反ᛂがいかにスキー

࣐を⥔ᣢしているかの理ゎをಁ進する。また㸪よ

り῝้なሙྜは㸪ᝈ者あるいはࢡラ࢚࢖ンࢺが

次ࠎとษり替ࢃるスキー࣐ࣔーࢻを自ら観ᐹでき

るようᡭ助けする。このẁ㝵では㸪ᝈ者が自らの

スキー࣐のస⏝を▱的に理ゎできるようになるこ

とと㸪そのスキー࣐のస⏝をឤ᝟的に理ゎできる

ようになることを┠指す（Young, et al., 2008, 
p.63）。 
 ⥆いてのࠕኚ化のフ࢙ーࠖࢬでは㸪その時ࠎの

て認▱的ᢏἲ㸪య㦂的ᢏἲ㸪行動ࡏࢃにྜࢬーࢽ

的ᢏἲ㸪ᑐே関係的ᢏἲをᰂ㌾に⤌ࡏࢃྜࡳて実

᪋する。 
 認▱的ᢏἲでは㸪自らのᣢつスキー࣐がㄗりで

あることをド᫂するために㸪スキー࣐に反する事

実を見つけてそれらを✚ࡳ重ࡡていく。 
 య㦂的ᢏἲでは㸪࣓࢖ージᢏἲやᑐヰᢏἲ

（dialogue）などを⏝いてឤ᝟的なレ࣋ࣝにおい

てスキー࣐と㜚う。そこでは自ศをയつけた㣴育

者や重要他者に立ち向かったり㸪യついた子ども

の自ศをᏲり⒵したり㸪自ศが子どもの㡭にఱを

必要としていたのかということや㸪いかにぶがそ

れを୚えてくれなかったのかを理ゎするようにな

る。そしてそれらを⌧在において自ศを動ᦂさࡏ

るような≧ἣの࣓࢖ージとつなࡏࢃྜࡂ㸪反論す

るための⦎習を✚ࡴことでスキー࣐がᣢ⥆されて

いくࣝࢡ࢖ࢧを᩿ちษる力を得ていく。 
 行動的ᢏἲでは㸪セラࣆスࢺは࣓࢖ージᢏἲや

ࣟーࣝࣉレ࢖を⏝い㸪行動課題の⦎習とそれを࣍

ーム࣡ーࢡとして生活の୰で実㊶できるようなᡭ

助けをする。そして次のセࢩࢵョンで࣍ーム࣡ー

た⤖ᯝについてヰしྜい㸪課題をࡳを実㊶してࢡ

㏻ࡌてᝈ者あるいはࢡラ࢚࢖ンࢺがఱを学ࢇだか

ホ౯を行う。こうしてこれまでの୙㐺ᛂ的なࢥー
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をᡭᨺし㸪新たな㐺ᛂ的なパターࣝ࢖スタࢢンࣆ

ンを㌟に௜けていくのである。 
 最後にᑐே関係的ᢏἲでは㸪セࢩࢵョンを㏻し

てセラࣆスࢺのᏑ在や言動はࢩࣝ࣊ࠕーࢺࣝࢲ࢔

ࣔーࠖࢻとしてᝈ者あるいはࢡラ࢚࢖ンࢺに内在

化される。スキー࣐⒪ἲにおける἞⒪関係にはࠕ共

ឤ的直㠃化（empathic confrontation）ࠖ とࠕ἞⒪

的再㣴育ἲ（limited reparenting）ࠖ という 2 つ

の重要な特ᚩがある。ࠕ共ឤ的直㠃化 とࠖは㸪セラ

ン࢚࢖ラࢡとの関係においてᝈ者あるいはࢺスࣆ

の୙㐺ᛂ的なスキー࣐が活性化されたときに㸪ࢺ

セラࣆスࢺはそれにᑐして共ឤを♧しつつ、もう

一方で㸪その反ᛂはスキー࣐やࢥーࣆンࢢを反ᫎ

したものであり㸪ṍ᭤されていたり㠀ᶵ⬟的であ

ったりすることをᝈ者あるいはࢡラ࢚࢖ンࢺにఏ

えることである。ࠕ἞⒪的再㣴育ἲ はࠖ㸪἞⒪関係

における㐺ษなไ⣙のもとで㸪ᗂᑡᮇに‶たされ

なかったឤ᝟的なḧ求をセラࣆスࢺがᝈ者あるい

はࢡラ࢚࢖ンࢺにᥦ౪し㸪㣴育のᇙめྜࡏࢃをす

ることである（Young, et al., 2008, pp.63-66）。  
 スキー࣐⒪ἲではこうした௓ධを⤒て㸪スキー

࣐の修᚟と行動のኚ容がᮇᚅされるのである。 
 
ϫ ຍ㏿化体験ຊ動⒪ἲ（AEDP） 
 1．ኚᐜࢆもたらࡍ感᝟体験とឡ╔ 
 表㇟と行動㸪἞⒪関係が理論の୰でᒎ㛤されて

いるもう1つの௓ධとして㸪加㏿化య㦂力動⒪ἲ

（AEDP）がᣲげられる。AEDPでは㸪⚾たちの

ே格はஙඣᮇからの関係性の⤎のṔྐを反ᫎして

おり㸪ឤ᝟とឡ╔が相஌ຠᯝ的に⤖びつくとき㸪

ឤ᝟の⇿発的なኚ容力を関係性のࣟࣉセスの୰で

活⏝して㸪最大㝈かつᣢ⥆的に἞⒪に⏝いること

ができるとされている。つまり㸪ឤ᝟とឡ╔は㸪

ኚ容をもたらす大きな力であるとされているので

ある（Fosha, 2017, p.16）。 
 
 2．表㇟とし࡚のෆ的సᴗࣔࢹル 
 本論文でᢅっている͆表㇟͇は㸪AEDPの理 

論の୰では内的సᴗࣔࣝࢹにヱ当すると考えられ

る。ேは特定の㣴育者との力動的関係の୰で㸪自

ᕫを表㇟する関係性の内的సᴗࣔࣝࢹをᵓ⠏する。

Ᏻ定したឡ╔を特ᚩとする内的సᴗࣔࣝࢹでは㸪

他者はᛂ⟅性がありಙ㢗できるᏑ在として表㇟さ

れ㸪自ᕫはಖㆤされᛂ⟅される౯್のあるᏑ在と

して表㇟される。このような内的సᴗࣔࣝࢹが形

ᡂされるためには㸪ឤ᝟的にᏑ在し㸪ᛂ⟅性のあ

る㣴育者とのᏳ定したឡ╔関係が⠏かれることが

必要なのである。しかしこうした関係性が⠏けて

いないሙྜ㸪子どもは㣴育者との᥋ゐを⥔ᣢする

ために㸪㣴育者にチ容してもらえない自ศのయ㦂

のあらࡺる部ศを᤼㝖するようになる。そうして

子どもは自ศの⌧実や関係性㸪内的なឤ᝟生活を

༑ศにయ㦂することを≛≅にして㸪㜵⾨的᤼㝖を

㌟に௜けるのである。こうした㜵⾨的᤼㝖は内的

సᴗࣔࣝࢹに反ᫎされ㸪ឡ╔パターンとして定╔

していくのである。こうして形ᡂされた内的సᴗ

≀は自ศのయ㦂・᥈⣴行動・ឡ╔のᑐ㇟ேࣝࢹࣔ

との関係のㄪ整の指㔪となる（Fosha, 2017, 
pp.53-54）。すなࢃち㸪内的సᴗࣔࣝࢹは行動にᙳ

㡪をཬࡰすと考えられる。 
 

 3．㐺ᛂࢆᙉ化ࡍるコア感᝟ 

 そこで㸪㐺ᛂ的な内的సᴗࣔࣝࢹとそれにకう

行動を⋓得するためには㸪自ศの⌧実や関係性㸪

内的なឤ᝟生活を≛≅にࡎࡏ༑ศయ㦂できること㸪

つまり㜵⾨にⰍ࡙けられていないయ㦂ができるこ

とが求められるだࢁう。ここで重要なឤ᝟のᴫᛕ

として࢔ࢥࠕឤ᝟ࠖというものがある。࢔ࢥឤ᝟

は㸪㜵⾨方␎がないときに๓㠃にฟてくるឤ᝟を

指す。࢔ࢥឤ᝟が㧗まると㐺ᛂがᙉ化され㸪その

ே特有のḧ求㸪特性㸪ே生の課題にᑐᛂするのに

必要な内的リࢯース࡬の฿㐩を助ける（Fosha, 
2017, p.27）。 
 このように㸪㜵⾨にⰍ࡙けられることのない┿

のឤ᝟య㦂は㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺがようやく自ศとฟ

఍い㸪行動や他者との関ࢃりにおいてⰋい方向࡬
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と一歩を㋃ࡳฟすために重要な要⣲であるといえ

る。しかしながら㸪特にこれまで┠を向けてこな

かった（向けられなかった）ឤ᝟を࿡ࢃうことに

は③ࡳがకう。こうした③ࡳをᢪえながらもឤ᝟

య㦂を得るためには他者のᏑ在が必要であり㸪そ

の関係性はᏳ心・Ᏻ඲であることが求められるの

である。 
  
 4．ኚᐜࢆもたらࡍ治⒪㛵ಀ 
 ᪤に㏙べたように㸪ᮃましいឡ╔は㸪ឤ᝟的に

Ꮡ在し㸪ᛂ⟅性のある㣴育者とのᏳ定した関係性

の୰で⠏かれるが㸪そのような関ࢃりを㐣ཤにᣢ

てなかったሙྜが ࠎにしてあることは᫂らかで

ある。 
 AEDPの἞⒪において┠指されるのは㸪セラࣆ

スࢺのそこにᏑ在することとᛂ⟅性に᰿ࡊした㸪

Ᏻ඲を生ࡳฟすようなセラࣆスࢺ㸻ࢡラ࢚࢖ンࢺ

関係を☜立して㸪⑓理のཎᅉとなるᏙ⊂を࿴らげ

ることである。ࢡラ࢚࢖ンࢺはセラࣆスࢺとの関

係でᏳ඲をឤࡌる࡯ど㸪ᡂ長の㊊かࡏとなる㜵⾨

をᤞてて新しいឤࡌ方や相஫స⏝をヨࡳるように

なるのである（Fosha, 2017, pp.50-51）。 
 そうした関ࢃりの୰で㸪 ࠕかつて㸪あそこでࠖ

（ே格を形ᡂした㐣ཤ）とࠕ௒㸪ここで （ࠖ⌧在の

力動）の୧方が㸪஧者とその相஫స⏝の▐時ごと

のయ㦂を生ᡂすることにᐤ୚し㸪またそれを形స

るとされる（Fosha, 2017, pp.67-68）。つまり㸪

␎のⱞ③をもたらした㐣ཤと㜵⾨方ࢺン࢚࢖ラࢡ

を༑ศに理ゎし㸪ಙ㢗関係を⠏いているセラࣆス

ឤ᝟࢔ࢥムのやりとりにおいて࢖タࣝ࢔とのリࢺ

がᘬきฟされ㸪これまでゐれることのできなかっ

たᮍฎ理のままのឤ᝟をయ㦂し直すことでയを⒵

すことができるといえるだࢁう。Fosha（2017, 
p.69）は㸪ࠕたった 1 つでも理ゎのある他者との

関係があれࡤ（それが主なឡ╔のᑐ㇟ே≀でなく

とも）㸪ࢺラ࣐࢘のᙳ㡪はኚえられる とࠖ㏙べてい

る。すなࢃち㸪㐣ཤに୙㐺ษな⿕㣴育య㦂を㏻ࡌ

て形ᡂされたࢸ࢞ࢿィࣈな内的సᴗࣔࣝࢹも㸪セ

ラࣆスࢺとの かな関ࢃりのなかで┿のឤ᝟య㦂

がなされることで修ṇされ㸪それにకい行動的ഃ

㠃もより㐺ᛂ的なものとなっていくといえるだࢁ

う。 
 
 ラピストの✚ᴟ性ࢭ．5 
 最後に AEDP の特ᚩの୰でもう 1 つだけ㸪特

に重要な点を加える。それは㸪セラࣆスࢺの✚ᴟ

性を重どしている点である。 
 AEDPのセラࣆスࢺはឤ᝟をᣢって関ࢃり㸪࣡

ーࢡスࣝーのᑐ㇟であるឤ᝟య㦂を✚ᴟ的に共有

しなけれࡤならない。Ᏻ定したឡ╔を育ࡴ㣴育者

と同ࡌように㸪AEDPセラࣆスࢺは2✀㢮の方ἲ

でࢡラ࢚࢖ンࢺに関ࢃる。1 つはឤ度のⰋいᛂ⟅

性㸪もう1つは㸪自ศ自㌟のឤ᝟管理⬟力を活⏝

し㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺがそれまでᅽಽされてඞ᭹でき

なかったものをฎ理するᡭ助けをすることである。

その㝿␃ពすべきなのは㸪セラࣆスࢺはᙉⅯなឤ

᝟に支配されてはならないとともに㸪ࢡラ࢚࢖ン

と自ศのయ㦂の2つの間をὶ動的に行き来するࢺ

必要があるということである。また㸪セラࣆスࢺ

には自ศのኻᩋを認めてそれをࢡラ࢚࢖ンࢺとの

間でᢅい㸪἞⒪関係のட⿣をᢅう時のᙉⅯなឤ᝟

に⪏えるຬẼが必要である（Fosha, 2017, p.83）。 
 ኚ容をもたらす῝いឤ᝟య㦂はどちらか一方で

なく他者との相஫స⏝によってなされるものであ

る。また㸪య㦂が相஫にఏࢃっていることにより

☜ᅛたる繋がりをឤࡌることができるといえるだ

⏝のឤ᝟య㦂を✚ᴟ的に㠃᥋にࢺスࣆう。セラࢁ

いることは㸪AEDPの大きな特ᚩであるというこ

とができ㸪それは繋がりを求めるࢡラ࢚࢖ンࢺに

㦫くべき かな༳㇟を୚えるものであるだࢁう。 
 
Ϭ まとめ 
1． ඲アプローࢳにࡳらࢀる共㏻Ⅼ 

 以上㸪Mastersonによる⢭⚄力動的ࣟࣉ࢔ーࢳ㸪

Youngによるスキー࣐⒪ἲ㸪FoshaによるAEDP
について㏙べてきた。そこでまࡎ㸪すべてのࣉ࢔
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ࣟーࢳの共㏻点について㏙べていく。 
 まࡎ㸪⚾たちのパーࢼࢯリࢸィにはᗂᑡᮇの㣴

育者との関ࢃりが多大なᙳ㡪をཬࡰしていると理

ゎしている点である。ࢸ࢞ࢿィࣈな⿕㣴育య㦂が㸪

な自ᕫ表㇟・ᑐ㇟表㇟㸪スキー࣐㸪内ࣈィࢸ࢞ࢿ

的సᴗࣔࣝࢹを形ᡂしていく。そうした㐣ཤのయ

㦂を重要なものとしてᤊえ㠃᥋の୰でᢅっていく。

次に㸪ⱞ③を㍍ῶするために㜵⾨方␎がとられる

が㸪そうした㜵⾨方␎を取り⥆けている間は୙㐺

ᛂ的な行動パターンは⥔ᣢされ㸪᰿本的ゎỴには

⮳らないという理ゎも共㏻して見られた。  
 
2． ⢭神ຊ動的アプローࢆࢳ⿵᏶ࡍるために 

 以上のように共㏻理ゎを☜認した上で㸪

Masterson（2000/2007）のࣟࣉ࢔ーࢳを補᏶す

るにはやはりスキー࣐⒪ἲと AEDP のලయ的な

௓ධ方ἲ㸪および✚ᴟ的な἞⒪関係を重どするど

点が有ຠだと考えられる。 
 まࡎスキー࣐⒪ἲでは㸪᪩ᮇ୙㐺ᛂ的スキー࣐㸪

㸪スキࣝ࢖スタࢢンࣆーࢥ反ᛂおよびࢢンࣆーࢥ

ー࣐ࣔーࢻのᆺを᝿定していることによって࣓࢖

ージが容᫆であり㸪それらは自ᕫ理ゎをಁすⰋい

ᮦᩱとなるだࢁう。これらにより自らの表㇟や行

動パターンをᤊえやすくなると考えられる。さら

に࣍ーム࣡ーࢡを⏝いて行動のኚ容を┠指すなど㸪

取り⤌ࡴことが᫂☜でయ⣔的である。こうした௓

ධにより㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺは┠的的にセラࣆーを受

けやすくなると考えられる。また㸪✚ᴟ的なセラ

りによってᗂᑡᮇに‶たされなかࢃとの関ࢺスࣆ

ったឤ᝟的ḧ求をᇙめྜࡏࢃることで㸪୰立的な

立ሙでは฿㐩することが㞴しい஧者関係がᵓ⠏さ

れるだࢁう。そうした஧者関係をయ㦂することは㸪

と向࡬の表㇟と行動が㐺ᛂ的なものࢺン࢚࢖ラࢡ

かうためのᅵྎとなるだࢁう。 
 AEDPでは㸪㜵⾨にⰍ࡙けられていない࢔ࢥឤ

᝟というලయ的かつ⏬ᮇ的なᴫᛕをᥦၐし㸪࢔ࢥ

ឤ᝟をᘬきฟすためにࢡラ࢚࢖ンࢺとセラࣆスࢺ

の間でᏳ心・Ᏻ඲なಙ㢗関係が⠏かれることの重

要性を㏙べている。ឤ᝟的にᏑ在し㸪ᛂ⟅性があ

るセラࣆスࢺとのᏳ定した関係がᵓ⠏されている

୰で㸪リࣝ࢔タ࢖ムのឤ᝟య㦂を共にすることで

内的సᴗࣔࣝࢹが修᚟され㸪行動も㐺ᛂ的なもの

う。こうしたࢁとኚ化していくと᥎ᐹできるだ࡬

関係は୰立的な立ሙかࢺスࣆセラ̿ࢺン࢚࢖ラࢡ

らはᢤ本的に㐓⬺するものである（Fosha, 2017, 
p.52）。㜵⾨のはがれた≧ែでឤ᝟య㦂を共有する

ということは㸪┿の自ศを受けධれられ࿡ࢃうと

いう㸪かつてない かな営ࡳであり㸪῝くᣢ⥆的

なኚ容をもたらすだࢁう。 
 また㸪スキー࣐⒪ἲおよびAEDPが重どするࢡ

ラ࢚࢖ンࢺとセラࣆスࢺの✚ᴟ的で㣴育的な஧者

関係は㸪୰立的な立ሙよりもࢡラ࢚࢖ンࢺのセラ

 。ーにᑐする動ᶵ࡙けを㧗めると考えられるࣆ
 
3． 今ᚋのࣃーࢼࢯリテ࢕のᅔ㞴にᑐࡍる௓ධ 

にࡘい  ࡚
 以上3つのࣟࣉ࢔ーࢳより㸪⿕㣴育య㦂が⚾た

ちに୚えるᙳ㡪の大きさ㸪それによって形ᡂされ

たࢸ࢞ࢿィࣈな表㇟㸪および㜵⾨として生ࡌる行

動の࣓カࢬࢽムを理ゎすることの重要性を再認㆑

するに⮳った。そして大ษなのは㸪それらを理ゎ

してどのようにᢅっていくかという点であり㸪ල

య的な௓ධ方ἲについて㏙べているとともに἞⒪

関係を重どしているスキー࣐⒪ἲと AEDP から

学ࡪとこࢁは大きいものであった。 
 そこで௒後検討すべきなのは㸪スキー࣐⒪ἲお

よびAEDPが㸪それࡒれどのようなሙྜにより一

ᒙຠᯝを発᥹するかという点である。ලయ的には㸪

パーࢼࢯリࢸィのᅔ㞴を有するࢡラ࢚࢖ンࢺの୰

でも㸪認▱的なാきかけがᙉい方が有ຠなのか㸪

あるいは᝟⥴的なാきかけがᙉい方が有ຠなのか㸪

そうした࢔セス࣓ンࢺをどのように行っていくか

などが考えられる。 
 パーࢼࢯリࢸィのᅔ㞴は㸪長い間ࢡラ࢚࢖ンࢺ

に㎞さをもたらすものである。そうした㎞さから

ᑡしでも᪩く本来の自ศらしさを取りᡠすᡭఏい
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をするために㸪的☜な࢔セス࣓ンࢺと᰿本的なゎ

Ỵにつながる支援方ἲをさらに発ᒎさࡏていくこ

とがᗈくᮇᚅされるだࢁう。 
 
㸺ㅰ㎡㸼 本論文をᇳ➹するにあたりご指導㈷りまし

たᒾቨⱱඛ生に㸪心よりឤㅰ⏦し上げます。 
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